
江
，
時
代

の
佐
世
保
Ｚ
物

平
声
松
浦
の
、一▲■
四
代
藩
ｉ
松
浦
清

（清

か‐
‐‐

つと
け
け
中
は
名
君
と
し
て
名
高
く
一
随
筆

「甲
ｒ
夜
話
」
は
近
世
の
社
会

・
文
化
を
知
な

こ
と
が
出
来
る

一
大
資
料
と
さ
れ
貴
重
な
も

の
で
す
。
そ
の
中
に

「平
戸
領
名
物
集
」
と

い
う

一
文
が
あ
り
、
江
戸
時
代
中
頃
の
享
保

時
代

（ｉ
ｔ
一
、○
年
頃
▼
の
平
戸
藩
内
各
地

の
行
物
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

佐
世
保
関
係
の
名
物
と
し
て
、

「針
尾
駒
、
半
岐
白
荒
生
、
焼
酎
。
権
成
寺
蓮
、

同
浦
白
和
布
。
二
河
内
陶
器
。
田
子
真
綿
。

佐
世
保
葛
粉
。
相
神
浦
Ｌ
米
。
知
兄
寺
の
鶉
、

賊
津
浦
伊
勢
海

老
。
Ｈ
浦
恵
美

須
嶋
釣
針
松
。

白
魚
川
白
魚
、

鮎
。
」
と
記
し

て
い
ま
す
。

針
尾
に
は
馬

を
生
産
す
る
牧

場
が
あ

っ
た
と

考
え
ら
れ
名
物

は
駒
。
早
岐
の

、白
荒
生
は
何
か

は
不
明
、
そ
れ

に
載
冊
よ。
ま

権

成

手

は

蓮
い
雑
微
寺
浦

は
向
和
布
、
単

岐
瀬
戸
の
ワ
カ
メ
は
風
Ｌ
記
に
も
祥
か
れ
て

有
名
で
す
。
≡
本河
内
は
陶
器
、イ
今
日
も
陶
磁

器
の
産
地
で
す
”
門
↑
で
は
養
査
が
行
わ
れ

挿
い
た
笠
必
貌
名
物
は
慎
締
、
佐
世
保
は

葛
粉
、
州
神
捕

は
Ｌ
米
、
　

一
今
も
袖

捕
谷
は
穀

備削浦町Ｗ耐蜘醐階策船鞠胸帥捕窃喘

た
よ
う
で
す
。
賊
洋
浦
の
恵
美
須
嶋
に
は
釣

針
の
よ
う
に
抽
び
わ
た
松
が
あ
り
そ
れ
が
有

一
名
で
あ
り
、
也
魚
川
で
は
白
魚
や
鮒
が
と
れ

て
い
た
と
の
事
。
賊
津
浦
は
相
浦
港
の
あ
た

り
、
向
魚
川
は
相
浦
川
の
こ
と
で
す
。

工
猶
鞘
め
佐
世
保
村
セ
同
宇
対
塾
物
極
一界
は

山
祇
町
か
ら
声
尾
町
に
流
れ
る
馬
氏
川
で
あ

り
、
そ
れ
よ
り
北
西
の
地
域
で
堺
本
の
辺
り

ま
で
と
赤
崎
方
面
が
佐
世
保
村
で
す
。
現
在

の
市
街
地
の
大
部
分
は
海
で
あ
り
、
山
裾
に

わ
ず
か
に
耕
地
が
あ
っ
た
ょ
う
で
す
。

佐
世
保
の
名
物
は

「葛
粉
」、
傾
斜
地
の
痩

せ
た
畑
で
も
脩
つ
葛
を
栽
培
ｔ
て
い
た
の
で

し
ょ
す
。
疲
弊
し
た
農
家
の
様
子
が
想
像
で

準
雑
耐
ギ

一
朴
の
義
ド
植
物
で
、
秋
の
七
草

の

一
つ
で
あ
り
、
根
に
多
量
の
澱
粉
を
薔
え

ま
す
。
そ
の
根
を
砕
い
死
泳
に
洗
い
出
し
端

製
す
る
葛
粉
は
良
質
の
澱
粉
で
す
。
葛
湯
は

滋
養
料
と
し
て
肯
か
ら
費
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
冷
た
い
局
録
頭
は
夏
の
味
覚
で
す
。ヽ

記

　

浮
　
正
明


